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12． 連絡先

電話 　0172－39－5079 FAX 　　　0172－39－5080

患者個人が特定される情報を公開することはありません。研究結果は学
会等で報告されます。

弘前大学大学院医学研究科消化器外科学講座　坂本義之

診療録を利用し、手術理由などの病歴、年齢、性別、身長、体重などの臨
床所見、直腸癌の臨床病理所見、術式、合併症などの手術関連情報、臓
器温存の有無、再発などの術後情報を利用します。

　本研究の対象者に該当する可能性のある方で，情報を研究目的に利用されることを希望されない患者
さんもしくは患者さんの代理人の方は，下記の連絡先までお申し出ください。

弘前大学医学部附属病院で診療を受けられる皆様へ

進行下部直腸癌に対する治療戦略　-術前SOX療法+側方郭清の有効性
-

当科で術前化学療法をした進行下部直腸癌の患者さん

　本院では，下記の研究を実施しておりますのでお知らせいたします。

弘前大学消化器外科

欧米では下部進行直腸癌に対しては化学放射線療法が標準治療であり
ますが、局所再発率は減少させるものの、生存率に対する有用性は確立
されていません。一方、本邦では進行下部直腸癌に対する標準治療は手
術（直腸間膜全切除+側方郭清）とされていますが、局所制御に加え微小
遠隔転移を予防目的とした術前化学療法+手術が注目されてきています。

切除可能下部進行直腸癌症例を対象として、TS-1/L-OHPによる術前化
学療法後の直腸間膜完全切除術(TME)+側方リンパ節郭清(LLND)の有効
性および安全性を検討します。

本課題の研究代表者が所属する講座では，(株)ヤクルト本社、中外製薬
(株)、アステラス製薬(株)、大鵬薬品工業(株)から寄附金を受領しており，
利益相反状態にありますが、これらは本課題の資金源ではなく、研究は
講座の研究グループによって公正に実施されます。本研究の利益相反状
態については、弘前大学大学院医学研究科医学研究（臨床研究等）利益
相反マネジメント委員会の審査を受けています。

なし


